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年の瀬は、何かと多忙と思いますが

北海道はこれから寒さ厳しくなります

お身体を充分にお気を付け下さい。

来年、2005年またお会いしましょう。
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ガバナーs レター

1995～96年度会長ハーバー

ト・ブラウン氏は「家族への献

身」を強調事項と定め、毎年2

月第２週を「家族週間」としま

した。2003～04年度会長ジョ

ナサン・マジィアベ氏はロータ

リー家族の推進を強調し、毎年

12月を「ロータリー家族月間」

とすることを宣言しました。それは、物故会員の配偶

者も含めた家族が参加できる活動を計画したり、家族

の重要性を認識するように促すものであります。

2004年２月国際協議会でＲＩ会長エレクトのグレ

ン・エステス氏は「テーマに関する講演」の中で、ジ

ョナサン会長が「ロータリー家族」を強調されたのは、

私にとって実に重要なことでした。それは、ロータリ

ーはこれまでも、現在も、私の家族にとって大きな存

在であるからです。それゆえ、私たちは来年度もロー

タリー家族として、財団学友、研究グループ交換、イ

ンターアクト、ローターアクト、青少年交換、ＲＹＬ

Ａも含めた家族を強調し続けます。そしてロータリー

家族委員会は退会防止に重要な役割を担い続けます。

ロータリーが会員を家族から引き離す義務だと思われ

ては困ります。クラブが配慮と思いやりに満ちた雰囲

気を奨励し、社交行事や奉仕プロジェクトに家族の参

加を得れば、ロータリーは会員にとって生活を豊にす

る、満足のいく、現実的なものとなります。と述べて

います。一方、小林　博パスト・ガバナーは「ロータ

リーの友」５月号の寄稿文の中で、ロータリー家族に

一定の理解を示しつつも、2510地区には、2002～03

年度から始まった「家庭奉仕委員会」があり、自分の

家族に対する奉仕が、ロータリーの四大奉仕の原点と

も言うべきもので、「ロータリーは家庭から」という

考えから「家庭奉仕」なのであり、平和で円満な家庭

をつくっていく努力をしよう。これはロータリアンと

しての人間的資質の向上の狙いがあります。と述べら

れ「家庭奉仕」と「ロータリー家族」の違いを求めら

れています。

私は「ロータリー家族」の原点が家族への献身であ

るとするならば、両者の方向性としては同じ方を向い

ているのだと思います。木に例えるならば、苗木や若

木を太い立派な幹に育てるのが「家庭奉仕」であり、

やがて沢山の枝、葉がついて実をつけ、それが新芽を

増やして林になり、森が育つのが「ロータリー家族」

だと思います。2003～04年度ガバナー月信10月号に、

家庭奉仕委員会の和田壬三委員長、高下泰三委員の記

事の中に、日本教育研究所が高校生を対象とした意識

調査の結果として「自分の両親を非常に尊敬しますか」

との問いに「はい」と答えた割合が、韓国55％、アメ

リカ80％なのに、日本は10％しかいないと記載され

ています。お読みになった方はショックを受けられた

と思います。国民性や歴史的背景によって「ロータリ

ー家族」と「家庭奉仕」のいずれを選んでもよいと思

いますが、現在の我国では、ロータリアンが中心とな

って、若木を立派な木に育てる努力をすることが急務

だと思います。やがて林になり、森になることを夢見

ながら。

国際ロータリー第2510地区

ガバナー 遠　藤　秀　雄

ロータリー家族月間に思うこと

GOVERNOR'S LETTER
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10月11日（月）、臨時ガバナー会会議が高輪プリンスホ

テルで11:00～14:00開催された。議事進行はガバナー会議

長の仲田順和氏（Ｄ.2750）が努めた。

（1）ロータリー情報センター・ジャパン（仮称）構想案　

について

ＲＪＷが立ち上がっているがこれまで一時ガバナー会

が支援、現在「ロータリーの友」が支援しているが，雑

誌としてのアナログ情報、ウエブとしてのデジタル情報、

情報を保管するアーカイブの三つの機能を体系的な組織

としてロータリー情報センター構想が持ち上がってい

る。理解を求めてゆきたい。

（2）100周年を記念して新聞紙上全国一斉広告に関して　

は見合わせることとなった。

（3）モンゴル緑化運動支援について

モンゴル・南ゴビの植林による黄砂減少と砂漠化防止

計画をＲＩ100周年記念事業として、日本と韓国の全ロ

ータリアンが参加して行いたいとの提案であった。韓国

ゾーン9のガバナー調査チームが、8月にモンゴル調査

に出向いた報告も行われた。日本のガバナー会ではこの

話に乗るかどうかは未定。

（4）ロータリー青少年交換研究会

ガバナー会から一部資金提供して2005年4月22日～

23日パシフィックホテル東京で開催予定であるが、ま

だ具体的には決まっていない。

（5）平和センター（ロータリーセンター）活動支援

ホストエリアが人的にも資金面でも負担が大きいが、

資金不足が生じて来ている。各地区のＤＤＦの中から少

しずつでも協賛して欲しい。平和奨学生はすぐに効果は

表れないが、長い目で育てる必要がある（田中作次理事）。

（6）青少年育成委員会について

地区子ども奉仕委員会で作成された、ロータリアン講

師派遣，及び職場体験受入れ事業所のリストをガバナー

会に提出してきた。リストはまとめて文部科学省に提出

したい旨の話があった。

（7）大阪国際大会記念切手特別通信販売

まだ在庫30万シートある。希望クラブは地区事務所

に金額と共に申し込んでほしい。1シート（切手10枚）

800円

報告事項

（1）次年度議長　Ｄ.2750地区ガバナー

（2）事務所移転問題、2004年3月24日付でａｂｃ会館の所

有権が、朝日放送㈱から㈱ゴールドクレストに移ったた

め、賃貸契約の解約申し入れがあり、「ロータリーの友」、

「ロータリー文庫」、「米山記念奨学会」、と共に新しい移

転先を探している。

（3）新潟・福井義援金募集報告　総金額62,201,012円、

Ｄ.2510地区　1,927,792円、ありがとうございました。

両地区に半額ずつ贈呈されることとなった。

10月13日（火）、地区大会実行委員会が行われた。これ

まで何回会議が持たれたであろうか。戸塚委員長、和田幹

事をはじめ登別ＲＣのメンバーが中心となり、第9グルー

プ各クラブからも大勢の委員を出していただき、計画が積

み重ねられて来たが、私は公式訪問に追われ、余り出席出

来なかった。今日が最終打ち合わせで、委員の皆さん、事

務局、眼の色が変わっていた。ほぼ万全の体制であり、後

は天候次第。

10月15日（金）、お昼に韓国3700地区の皆さんが千歳着、

伊奈代表幹事に出迎えてもらう。15時過ぎに石井　治Ｒ

Ｉ会長代理御夫妻が千歳着、エイド役の岩城ＰＧ御夫妻と

私達夫婦で御出迎え、あわただしくポロト湖アイヌ博物館

を見学し、登別温泉にお送りする。今朝から行われた記念

ゴルフ大会のことが気がかりであるが、好天に恵まれ、成

功まちがいなし。

10月16日（土）～17日（日）、ＲＩ第2510地区地区大

会。今年は夏が長く例年より紅葉が遅れ、見頃にはまだ少

し早い。昨日の記念ゴルフ大会に引き続き好天に恵まれた

2日間であった。色々反省はあるが、進行も順調に運び、

ＲＩ会長代理晩餐会と懇親会も和やかで、石井様のお人柄

ガバナー日記
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ガバナー日記
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もあり大変盛り上がって親

睦がはかられたと思う。詳

細については後日発刊され

る記録を御参照頂きたい。

第3700地区との姉妹地区締

結も無事終了しホッとして

いる。展示ブースやマッサ

ージコーナーも大変盛況で

あった。

10月18日（月）、石井　治ＲＩ会長代理御夫妻と、第

3700地区都総裁他の皆さんを、岩城ＰＧ、伊奈代表幹事

と御見送りをする。

10月25日（月）、函館ロータリークラブ創立70周年記念

式典が、函館国際ホテルで盛大に行われた。近隣のＲＣは

もとより、台湾澎湖扶輪社、京都洛中ＲＣからも大勢の会

員が出席された。記念事業として植樹が行われ、市民や観

光客にも楽しんでもらえそうである。また40年間続けて

来たクラブ奨学制度の他に10名3年間の記念奨学生を募集

されるとのことであった。記念祝賀会も大変楽しいもので

あった。伊奈代表幹事共々最期まで楽しめなかったのが残

念であった。

10月29日（金）、今日は10月4日（月）に来日したＲＩ

3350地区ＧＳＥチームのさよならパーティが開かれた。

ソンブンリーダー以下4名のメンバーは、ＧＳＥ山名委員

長はじめ委員の協力で面密なスケジュールを作整、倶知安、

上磯、留萌、札幌幌南各クラブが１週間ずつお世話し研修

を行った。すべて順調に進んだが、メンバーの1人が途中

水疱瘡となり、本人はもとより，留萌クラブは大変な思い

をされたことであろう。しかし今日は元気にタイの民族舞

踊を披露され安心をした。今日のパーティは札幌幌南クラ

ブが移動夜間例会に切り替え、引き続き、さよならパーテ

ィを企画してくださったので盛大なパーティとなった。私

は担当幹事の高橋恒夫氏と共に出席させて頂いた。ソンブ

ンチームリーダーはじめ5名のメンバーから口々にＧＳＥ

委員会、お世話になった各クラブの誠意と研修成果に感謝

の意を表し、タイと日本のかけ橋になりたいと国際理解を

示されたことが大変嬉しかった。関係各位に心から感謝を

申し上げる。そして来日したメンバーの皆さんの将来が楽

しみである。

明年は土橋信夫チームリーダー以下4名のチームがタイ

国3350地区を訪れることになる。どんな成果が得られる

か今から楽しみにしている。

10月31日（日）、ＧＳＥチームを千歳空港で見送る。過

密なスケジュールを終了し、4週間振りに無事帰国の途に

ついた。胸の中に沢山の思い出と貴重なお土産を持って。

11月7日（日）、米山奨学委員会による親睦交流会が札

幌市北区民センターと札幌サンプラザで開かれた。12時

～14時30分､料理作りと交流、15時～17時、懇親交流会の

2部構成で私は後半の楽な方に出席をした。奨学生、学友、

カウンセラー、ロータリアン、及びその家族を含め93名

の盛大な会となった。料理はさすがに国際色豊かで、日本

料理は手打ちそば、中国からは水餃子、イランからはシシ

カバブー、スリランカはカレー、韓国は韓国風海苔巻き、

台湾は茶っ葉たまご等、お国自慢の品々が奨学生や学友、

その家族の手で作られ地区委員、カウンセラーの皆さんの

お手伝いを得て交流を深めながらの調理に満足された様で

あった。懇親会では皆で各国の料理を味わったが、どれも

大変おいしかったし、交流の和が広がり、あっと云う間に

閉会となった。初めての企画、準備、進行に活躍された、

竹原委員長はじめ各委員の皆さん有難うございました。そ

して御苦労様でした。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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10月16日（土）17日（日）に登別の地で開催されました地区大会は石井　治ＲＩ会長代理ご夫妻をお迎えし、

秋晴れのもと盛大に開催されました。

第2510地区各クラブの会長・幹事の皆様にご参集い

ただき、大会決議案等の御承認をいただきました。

［大会１日目］

◆ 会長・幹事会　
祝いの宿登別グランドホテル

◆ 本会議１日目

会長・幹事会に引き続き本会議が開催され、大会決議案上程、委員会報告等が実施されました。

◆ 記念フォーラム

「私たちの異文化体験と国際親善」をテーマに財団学友による基調報告・パネルディスカッション、タイのＧＳＥ

チームメンバーの報告があり、フレッシュな内容に会員も刺激を受けると共に奉仕の意義を再確認いたしました。

大会１日目
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◆ 第3700地区との姉妹地区締結式

大会第１日目の休憩時間を利用し、姉妹地区の締結が行われました。

遠藤ガバナーと都ガバナーの堅い握手と和やかな雰囲気の中無事終了いたしました。本大会２日目には署名の

交換が行われました。

◆ ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

１日目のスケジュールを終え、和やかな雰囲気の中で晩餐会が開催されました。

石井治ＲＩ会長代理の本会議とは一変した大変楽しいご挨拶に参加されたみなさんも何度も笑いの渦に包まれ

ました。
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１日目から会場を移動し、日本工学院北海道専門学

校にて本会議を開催されました。

物故者追悼、参加者紹介、ＲＩ現況報告、表彰等の

多彩なプログラムが挙行され、また「多くの人たちと

の出会いの中で」と題し松島トモ子氏による記念講演

が開催されました。

◆ 本会議２日目

大会２日目
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◆ 展示ブースコーナー

地区委員会及び各クラブより展示ブースに多数ご参加いただきました。

日頃の活動の成果などが展示され互いの活動の情報交換の場となりました。また、マッサージコーナーも設け

られ大会の疲れを癒していただきました。

◆ 記念懇親会

またまた会場を移動し第一滝本館にて記念懇親会が開催されました。

２会場に分かれるというハンデは有りましたが、おいしい料理と楽しい雰囲気でおおいに盛り上がりをみせる

中、大会のフィナーレを迎えました。
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◆ 記念囲碁大会

10月11日（月）日本棋院北海道支部にて開催されました。地区内の30名が参加し熱戦が繰り広げられました。

10月15日（金）登別カントリー倶楽部にて記念ゴル

フ大会が開催されました。

80名余りの参加者を迎え幸い天気にも恵まれ、楽し

いプレーとなりました。

◆ 記念ゴルフ大会

◆ 大会実行委員会

今回の地区大会は、第９グループ６クラブが一致協力して大会運営にあたりました。不備な点は多々あったか

と思いますが、何とか地域の特色を出しながら精一杯頑張りました。来年はまた札幌の地で皆様とお会いできる

ことを楽しみにしております。改めてご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。
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家庭奉仕委員会

委　員　和　田　壬　三（札幌幌南）

ロータリアン有志で、タイ国バンコックのドンミュ

アンＲＣのパヴェナさんが個人でしている虐待や差別

で苦しんでいる子供と婦人を救うためのボランティア

活動を続けて、今年で三年目になります。

新たに委員会に札幌真駒内RCの斉藤康嗣氏が加わ

り、ロータリアンではない１名の方を加え、真駒内

RCの佐々木敦氏を団長に中山裕視氏（真駒内）、佐藤

裕一（札幌西）、和田壬三（札幌幌南）の六名で、11

月１日にドンミャンＲＣを訪れ、パヴェナさんに募金

で集まった金額全額を寄付名簿と共にお渡しして参り

ました。

パヴェナさんはお忙しい政党活動の中、このボラン

ティアを優先してされていて、連日のようにその活躍

がマスコミに取り上げられています。

私共がお会いしたときにも、ご主人に財産分与と称

して全部取られた気の毒なご婦人からの依頼で自らご

主人と対面して、財産が売り飛ばされる寸前で、ご婦

人固有の財産を取り戻して上げてきたばかりというこ

とでした。

下の新聞は日本語版のタイの新聞で、やはりパヴェ

ナさんの日常活動が記事に取り上げられています。

私共はこのよう

な活動を自らの労

力と資金で、終局

的には家庭に民主

主義をもたらして、

家庭の平和を実現

する活動を行って

いるパヴェナさん

を少しでも支援で

きればという趣旨

で募金活動をして

います。

関心のある方は、下記の住所にお問い合わせ下さい。

又ご寄付を申し出られる方は、下記口座にご送金の上

FAXにて英文でフルネームと住所をご連絡下さい。

060-0004 札幌市中央区北４条西６丁目　

札幌毎日会館

和田法律事務所

TEL011-281-0909 FAX011-271-4336

北海道パヴェナ基金支援委員会

北洋銀行道庁支店　普通預金　口座番号　3473580

口座名義　パヴェナ基金預かり口　代表　和田壬三

地区委員会　地区委員会　

活動報告活動報告

第三回パヴェナ基金訪問記



ZONE 地　区
04-7-1

(人頭分担金支払人数)
内女性会員数

当月迄の
入 会 数

（７月～9月）

当　月
入会数
（9月）

当月迄の
退 会 数

（７月～9月）

当　月
退会数
（9月）

当月末の
会 員 数
（9月末日）

内女性数
（9月末日）

現在迄の純増数
（7月～9月末）

内女性純増数
（7月～9月末）

2500 2,670 51 81 17 25 5 2,726 51 56 －

2510 3,136 94 69 18 17 10 3,188 96 52 2

2520 2,826 92 66 14 24 10 2,868 94 42 2

2530 2,662 99 78 10 37 14 2,703 99 41 －

2540 1,288 30 45 8 17 6 1,316 33 28 3

2550 2,074 75 42 17 24 12 2,092 74 18 －1

2560 2,196 89 51 7 22 12 2,225 95 29 6

2790 3,190 105 65 13 24 10 3,231 111 41 6

2800 2,112 58 41 11 16 6 2,137 64 25 6

2820 2,377 66 74 12 19 7 2,432 68 55 2

2830 1,297 39 40 9 12 5 1,325 41 58 2

2840 2,148 61 53 8 33 7 2,168 67 20 6

１ゾーン合計 27,976 859 705 144 270 104 28,411 893 465 34

2570 2,121 53 42 6 16 4 2,147 56 26 3

2580 3,646 88 104 22 40 13 3,710 92 64 4

2590 2,718 109 60 17 23 9 2,755 113 37 4

2600 2,420 55 49 13 29 8 2,440 57 20 2

2610 3,057 134 54 7 32 12 3,079 138 22 4

2620 3,719 106 92 20 41 23 3,770 108 51 2

2750 4,740 234 88 26 31 9 4,797 237 57 3

2770 2,923 112 80 25 16 8 2,987 119 64 7

2780 2,547 80 51 7 20 9 2,578 82 31 2

２ゾーン合計 27,891 971 620 143 248 95 28,263 1,002 372 31

2630 3,854 59 101 22 28 12 3,903 64 49 5

2640 2,764 135 57 15 19 9 2,802 137 38 2

2650 5,304 68 116 26 47 21 5,373 72 69 4

2660 4,261 176 81 27 23 4 4,319 177 58 1

2680 3,351 51 57 17 15 9 3,393 51 42 －

2690 3,579 121 103 14 31 8 3,636 126 57 5

2760 5,313 126 144 37 33 12 5,424 130 111 4

３ゾーン合計 28,426 736 659 158 196 75 28,850 757 424 21

2670 3,346 69 102 35 51 19 3,397 72 51 3

2700 3,342 42 99 27 50 30 3,391 45 49 3

2710 3,647 69 118 25 49 19 3,716 72 69 3

2720 2,823 116 86 25 46 19 2,863 119 40 3

2730 2,646 62 79 21 46 15 2,679 64 33 2

2740 2,630 61 69 18 49 20 2,650 60 20 －1

４－Ａゾーン合計 18,434 419 553 151 291 122 18,696 432 262 13

総　合　計 102,727 2,985 2,537 596 1,005 396 104,220 3,084 1,523 99
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ＲＩ会員組織コーディネーター

橋　文　夫（山 形 北）
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歓迎レセプション

最初の日（2004年10月４日）そして私が千歳空港

に到着したのは夜遅くであった。驚いた事に、何名か

の日本のロータリークラブのメンバーが出迎えに来て

下さったのに非常に感激しました。それは遠藤秀雄ガ

バナー、塚原ガバナー・エレクト、遠藤正之パスト･

ガバナー、山名ＧＳＥ委員長、岡崎ＧＳＥ次期委員長、

武藤副委員長、倶知安ＲＣから来てくれた長尾コーデ

ィネーターをはじめ地区ＧＳＥ関係者でありました。

私と私のグループを空港に迎えてくれた暖かい歓迎は

信じ難いほどの驚きで素晴らしい事でありました。こ

んなに遅い時間に空港で皆さんにお会い出来るなんて

信じる事が出来ませんでした。

私と私のグループにとって言葉で言い表せない程の

感謝の気持ちで深く感激を感じるのは大きな名誉であ

ります。

倶知安での第１週目

ホストファミリー：

中井宏治前ロータリークラブ会長と倶知安ロータリ

ークラブでは私のために自宅の前にあるホテル第一会

館を宿舎として取っておいて下さった。中井さんは社

会的職務で非常に忙しい方でしたが、非常に親切で息

子さんで同じ倶知安ＲＣの会員である中井直樹さんに

面倒を見るよう手配して下さり、私の滞在を満足のい

くよう楽しくして下さいました。

全般的印象：

このＧＳＥプログラムにかかわった全てのクラブメン

バーはその最大の努力と注意を払って下さり、特に小

川淳一会長、柴田洋一さん、鈴木保昭さん、矢吹さん、

そして櫛引英雄さんは十分なそして効果的なプログラ

ムを組んで下さり、又我々の銀行の手順の職業研修で

は専門語のために難しいにもかかわらず最後には我々

が必要な事を十分身につくようにしてくれました。

上磯での第２週目

ホストファミリー：

上磯では親切にも私に二軒のホストファミリーで過

ごすよう手配してくれました。

最初のホストファミリー：

非常に好意のある親切で楽しい人たちの竹内誠二さ

んの家族と過ごして、私は竹内さんのマンションで滞

在中楽しく過ごす事が出来ました。

二軒目のホストファミリー：

森崎幹子さん家族と過ごして、彼女は非常に素晴ら

しい女性実業家で日々の業務が忙しいのに貴重な時間

をさいて私に特別な食事を料理して下さった。私は彼

女が私の面倒を見ようとしてくれるのは負担でなかっ

たかと感じました。私は暑い気候の所から来たので、

多分未だ寒い天候に適応する事が出来ないために、暖

房のない屋根の下の床に過ごして、私は夜は非常に寒

く感じました。次に日本に来る時は、私はポータブル

の投げ込み電熱器を間違いなく持参しなければならな

いと思います。

第3350地区　ＧＳＥチーム

チームリーダー Somboon Bunyasiri
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全般的な印象：

上磯ＲＣの会員は36名ですが、手に手を取って強い

友情の結束をしておりました。特に木下康昭会長、張

江征司さん、竹内誠二さん、小椋利勝さん、谷内修さ

ん、大場先生は素晴らしい有益なプログラムを作り出

してくれました。私は不動産代理店の経営知識を大い

に学び、それを適用して私の最新のデータにする事が

出来ました。

留萌での第３週目

ホストファミリー：

光風館石亭ホテルの道重幸社長は私のために素晴ら

しい典型的な日本風旅館を用意してくれました。私は

快適な日本的生活様式でくつろぐ事が出来ました。私

はこの旅館を経営している道さんと親戚の方が私を親

しい友人のように扱ってくれたように感じて、それが

私の滞在を快適にしてくれました。

全般的な印象：

留萌ＲＣのコーディネーターである歯科医の田中公

一先生は我々の滞在中我々ともっと時間を過ごすため

に、先生の大きくて忙しい歯科医院をしばらく休診し

なければならない程素晴らしく努力をして下さいまし

た。又先生はミスをする余地がない事を確かめるため

に先生の時間を献身的に捧げて下さいました。先生は

クラブメンバー即ち、清水陞会長、河部勲次期会長、

中川勝美さん、関野政人さん、二ノ宮清信さん、道重

幸さん、そして地区委員会の中に立って最も効果的な

調整役をしてくれました。

更に、留萌では我々のメンバーの一人が水疱瘡に罹

り、彼女は留萌ＲＣの新井田先生とロータリアンの二

ノ宮さんにためらわずにそして手厚く看病していただ

きました。

これに加えて、札幌からＧＳＥの井上先生と武藤順

副委員長（札幌西ＲＣ）が留萌に来て下さり、特に幾

つかの業務で忙しい井上先生は札幌から車で来られ

て、留萌クラブの例会に出席の後直ぐに帰らねばなり

ませんでした。

井上先生は又、私がカイロでの世界社会奉仕サミッ

トに出席の計画があるので、エジプトに関する情報を

詳しく教えてくれるエジプトの学生を紹介してくれま

した。

私は全ての上記に述べた忘れがたい経験に非常に感

動致しました。

それは皆さんが典型的な日本的好意ともてなしの心

で、特に問題で我々が困っている時に我々のために気

遣って下さった事を明らかに示しております。

札幌での第４週目

ホストファミリー：

札幌真駒内ＲＣのガバナー補佐である丸山淳士先生

が私のホストファミリーでした。先生のところは大家

族で結婚している二家族（息子さんの荘史さんとお嬢

さんの希さん）と寛史（１歳）という名前の一人の可

愛い甥が住んでおられます。丸山先生はユーモアの素

晴らしいセンスがあり、我々が先生の家庭で夕食を食

べながら会話を楽しんでいる時に、私を気楽にさせて

くれました。食べ物と飲み物に関する限り我々二人は

たくさんの共通点がありました。私は夜は先生のマン

ションの近くのメルパルク会館に宿泊しました。

全般的な印象：

私はＧＳＥ次期委員長の岡崎芳明さんが住職の量徳

寺の新会館落成法要に出席する機会があって非常に感

動致しました。私も仏教徒の一人として、私の人生の

中で確かに思い出の経験となる楽しい感情に満ちてお

りました。

札幌幌南ＲＣでの例会：

外国にいるタイ人としてタイの国旗を見ながらタイ

の国歌を歌う事の出来たことは私のような人間にとっ

ても感謝の気持ちで一杯でした。

Thank you very much.

GSE Team from 3350 

訳：武藤　順委員

（札幌西）
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滝川ＲＣ会長 篠　島　　　弘

新世代活動推進委員会委員長 竹　田　行　宏

昨今、日本はもとより世界中で注目や期待されてい

る、自然環境に優しいエネルギー、燃料電池について

学習する教室を11月６日開催させていただきました。

市内の中学生50人の生徒に参加いただきました。

（財）新エネルギー財団の小俣富夫講師の指導のもと

講話の中で燃料電池は水素と酸素を科学反応させ電

気を作ることを学び、また石油などに比べて二酸化

炭素の排出が少なく地球温暖化を防ぐクリーンなエ

ネルギーであることを理解しました。その後実際に

水の電気分解からの実験に入り１時間30分と短い時

間ではあったが、この技術が環境負荷の軽減にもつ

ながり、自分たちのこれからの生活の中の大切なエ

ネルギーになることを学んでもらいました。

滝川ＲＣ社会奉仕委員会 山　口　清　悦

滝川市と周辺市町村にあるサッカースポーツ少年団

員、中学校サッカー部員を対象に元全日本主将井原正

巳選手に直接指導していただき、子ども達がＪリーガ

ーを目指すなど、より高い目標を掲げられるよう企画

実施した。ロータリークラブのない地域の子ども達も対

象にするなど広域的事業としたため、参加者は200名

クラブ活動
紹　介

『めざせ！未来の発明王』

中学生のための燃料電池実験教室

第2370回例会

「井原正巳のサッカー教室2004」開催
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と予定を越える申込みがありました。例会内容は井原

氏のサッカーの練習に対する心構えをお話いただき、

実技指導・ミニゲームを通し全員と触れあう中で子ど

も達の夢をかなえました。閉会式では優秀選手10名に

サイン入りボール、そして参加者全員にサイン色紙と

教室受講修了証のプレゼント、記念写真をして終了し

ました。

札幌西北ＲＣ　雑誌・広報委員会

委員長　渡　邊　葉　子

『三角山の四阿』は、当クラブの宝物の一つなのです。

此れまでの経緯を、ご紹介いたします。

1996年 札幌西北ロータリークラブ創立20周年記

念事業として、三角山頂上に四阿を建造し、札幌市に

寄贈することを計画いたしました。

翌1997年 総工費150万円で四阿が完成し、札幌市
に寄贈いたしました。

落成祝として クラブ会員の経営する山の手幼稚園

児童と共に登山。連凧を揚げ20周年を祝いました。

「四阿を守る会」を結成。以来毎年有志による登山が、

当クラブの恒例となりました。家族同伴で登ったり、

野球少年たちと登ったり楽しいひと時を過ごしており

ます。

2000年 メモ帳を設置し、書かれた文を「あずまや

日誌」として小冊子を発刊。札幌市西区役所に寄贈、

北海道新聞、読売新聞、毎日新聞等に掲載され好評を

得て札幌西北ロータリークラブの広報活動にも貢献い

たしております。

2001年　クラブ創立25周年記念事業の一つとして、

屋根に銅板を葺きました。

今年、４本の柱が腐食して来ているのを改修しよう

と考えていた矢先、北海道を襲った台風18号。「四阿

を守る会」会長は、直ぐに登山。至る所で大木が倒れ

ていたが、四阿は無事との報告を受け、会員一同安堵

いたしました。ロータリー100年を祝う行事の一つと

して、９月25日（土）『三角山の四阿でロータリーを

祝おう』と銘打った登山を行ないました。

参加者：札幌西北ロータリークラブ会員と家族

札幌山の手高校インターアクトクラブ会員と教師

札幌西北ロータリクラブ元会員で四阿に関係

した皆様

『三角山の四阿
あずまや

でロータリーを祝おう』
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目　的：登山口から頂上までの清掃

四阿の点検・清掃、補修計画立案、登山者記

録帳設置

懇親会

札幌西北ロータリー

クラブ 新世代委員

会・社会奉仕委員会・

親睦活動委員会そし

て、四阿を守る会　ク

ラブを挙げての行事となりました。有志一同倒れた木

に圧倒されながら、登頂。しかし、柱３本はすでに札

幌市が改修しておりました。チョット拍子抜け。持参

した「登山者記録帳」を入れる引き出しの取り付けを

会員子息が行い、総勢31名全員で、記帳いたしました。

今後も、多くの登山者に利用して頂きたいと思います。

秋晴れの市内をさわやかな気持ちで見晴らし、下山い

たしました。その後、会員の経営する銭湯に入れてい

ただき懇親会。良い汗を流した一日でした。

これからも、この四阿を大切に守り続けたいと思い

ます。

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、毎月のＲＩ為替レートをＲＩウェブサイト上で確認できるようになりましたが、翌月のレートにつきましては、

ホームページ上で日本語版よりも英語版の方が早く載るようですのでご連絡致します。

手順としては、以下のようになります。

＜英語版＞

ＲＩウェブサイト⇒Downloads⇒Club-District  Support⇒Exchange  Rates⇒Rotary  International  Exchange  Rates

http://www.rotary.org/newsroom/downloadcenter/support/rates.html

＜日本語版＞

ＲＩウェブサイト→日本語→ダウンロードセンター→クラブ・地区支援→国際ロータリー為替レート

http://www.rotary.org/languages/japanese/newsroom/downloadcenter/index.html#support

尚、12月から国際ロータリー為替レートは、104円に変更になります。

また、従来クラブへは葉書にてお知らせいたしておりましたが、一回のお知らせにつき国内総計10万円以上かかってお

りました。経費節減・技術革新のおり、上記手順にて貴地区内クラブにおきましても確認いただくようご連絡の程お願い

申し上げます。

以上、ご連絡申し上げます。

国際ロータリー日本事務局 経理室

Tel： 03－3903－3183 Fax：03－3903－3781

国際ロータリー日本事務局経理室からのお知らせ
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オン・ツー・シカゴ委員会
Tel 011－222－1506 Fax 011－222－1526

６月17日(金)札幌 or 函館発 

６月17日(金)成田泊 
６月18日(土)成田発 

６月18日(土) 朝シカゴ着 

６月23日(木) 着 

６月22日(水)昼シカゴ発 
あるいは６月23日(木)昼シカゴ発 

行き
 

６月23日(木)午後成田着 

帰 り 

日本航空（ＪＡＬ）でシカゴに行きましょう！！

地区として１本だけ下記のような行程表を作ってみ

ました。飛行機のこともありますが、頭の痛いのは宿

舎のことです。また会期中訪ねたいところもあり、オ

プショナルツアーを２つ用意してみました。

どのような行程で行かれても個々人全く自由であり

ます。ただ、地区としての行程表ですと比較的安くす

むかと考えております。

なお、大会登録、ホテル予約は申込書を参考にして

記載して下さい。大会登録は参加者全員が直接ＲＩ宛

に、飛行機・ホテル予約は出来ればＪＴＢに行って下

さい。その他詳細は申込書の記載事項を参考にして下

さい。一括ＪＴＢに頼まれても良いですが、費用がか

かります。

交 通 費

日本航空(往復) （旅程は19ページ）およそ12万円

宿 泊 費

ホテル名はいまのところ未定

成　田　　１泊（６月17日） １万円

シカゴ　　４泊（６月18,19,20,21日） ８万円～

５泊（６月18,19,20,21,22日）10万円～

交通・宿泊の合計　 21万～23万円以上

オプション

（1） シカゴ市内一日観光（市内観光に次いでポー

ル・ハリス足跡の旅として住家カムリバンク、

墓地マウントホープなど）…６月20日予定

この方面の詳細については、塚原ＧＥよりご

解説をいただく予定です。

（2） 五大湖、ナイアガラ一泊観光…６月21日、22

日予定

そ の 他

（1） 上記費用はすべておよその概算で、食費を含

め詳細は年明け以降に確定。オプションの料金

は申込人数によって確定します。

（2） 大会登録はe-mailかＦＡＸでＲＩに直接行っ

て下さい。登録費は12月31日までロータリア

ン250ドル、夫婦で400ドルですがそれ以降は

高くなります。登録方法など詳細は申込書式を

参考下さい。ＪＴＢに登録を代行依頼のときは

一人6,300円必要です。

（3） 航空機ならびに宿泊の申し込みは出来ればＪ

ＴＢ札幌三越前支店（担当 宮崎氏、柴田氏宛）

に行って下さい。ＲＩの締切は12月15日です

ので早目の決断がお得となります。詳細はホテ

ル予約書式をご覧下さい。

（4）宿泊数は４泊、５泊の２案を用意しました。５

泊の方は追加１泊分を除けば料金は４泊の方と

同じです。５泊の方は閉会式の参加が可能です。

（5）登録申込書式、ホテル予約書式の必要な方は

オン・ツー・シカゴ委員会

（TEL：011-222-1506）にご連絡下さい。

上記以外で不明なことはＪＴＢ札幌三越前支店

（TEL：011-232-7878、011-232-4343 担当

宮崎氏、柴田氏）にお尋ね下さい。

年内の登録お忘れなく
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※ご注意：発着時間、交通機関などは変更になることがございます。復路現地　6月23日（木）希望の方は事前にご相談くださいませ。

1
2005年
６/17
（金）

新千歳空港発
あるいは
函館空港発
成田空港着

14：25

14：00
15：55
15：20

ＪＬ3042

ＪＬ1164

夜便にて東京へ（前泊）
成田前泊
※ 約25分間接続時間が不足している為前泊必要
…成田へ各自移動（リムジンバス代金3,000円）

＜成田泊＞

日次 月日（曜） 地　名 現地時間 交通機関 旅　　程

２
６/18

（土）

成田空港発

シカゴ着

11：45

09：05

ＪＬ010 一路シカゴへ直行便利用

空港より車で約40分
＜シカゴ泊＞

３ ６/19
（日）

シカゴ 別途オプション予定あり。

＜シカゴ泊＞

４ ６/20
（月）

シカゴ 別途オプション（1）の予定あり。

＜シカゴ泊＞

５ ６/21
（火）

シカゴ 別途オプション（2）の予定あり。

＜シカゴ泊＞

6 ６/22
（水）

シカゴ発 11：35 ＪＬ009

ホテルより空港へ
車で約40分

一路日本へ

７ ６/23
（木）

成田空港着
成田空港発
新千歳空港着

14：40
18：30
20：05

ＪＬ3047
入国手続後国内線で北海道へ
無事到着おつかれ様でした。
函館発着希望の方
…羽田へ各自移動（リムジンバス代金3,000円）
17：00頃羽田⇒航空機JAL⇒函館18：30頃
正式時間によっては接続が出来ない場合もございます。

食事

国際ロータリー国際大会（シカゴ） 行程表
旅行期間 2005年６月17日(金)～2005年６月23日(木) ５泊７日 (旅館･ホテル5泊)

シカゴ国際大会主な行事
大会会場：マコーミックプレイス（MCCRMICK  PLACE）

６月17日（金）大会前行事
08：00～17：00 国際研究会の登録

ローターアクト会議の登録・青少年交換役員会議の登録
09：00～17：00 国際研究会、ローターアクト会議・青少年交換役員会議
12：00～14：00 国際研究会昼食会※
19：00～22：00 青少年交換役員晩餐会※

6月18日（土）大会初日
08：00～20：00 登録／券の販売／信任状の査証
08：00～17：00 国際研究会の登録・ローターアクト会議の登録・

青少年交換役員会議の登録
09：00～20：00 友愛の家
09：00～17：00 国際研究会・ローターアクト会議・青少年交換役員会議
10：00～13：00 百周年記念パレード
12：00～14：00 国際研究会昼食会※
12：00～18：00 ロータリー親睦活動グループの展示
14：00～16：00 会場監査研修セッション
15：00～18：00 ロータリー財団学友親睦会・セミナーおよびレセプション
18：00～24：00 ホスト組織主催もてなしの夕べ

6月19日（日）大会２日目
未定（午前中の早朝時）「完走行事」競争／競歩
08：00～17：00 登録／券の販売／信任状の査証
09：00～16：00 友愛の家
12：00～14：00 ポール・ハリス・フェロー昼食会※
15：30～16：00 本会議開始前の余興
16：00～18：00 開会本会議
20：00～22：00 開会本会議（第２回目）

６月20日（月）大会３日目
08：00～18：00 登録／券の販売／信任状の査証
09：00～18：00 友愛の家
09：00～09：30 前奏音楽
09：30～12：00 第二回本会議
12：30～14：30 会長主催認証昼食会※
15：00～16：30 討論ワークショップ（テーマ関連議題）
19：00～23：00 百周年記念シカゴ祝賀祭※

6月21日（火）大会４日目
08：00～18：00 登録／券の販売／信任状の査証
09：00～18：00 友愛の家
09：00～09：30 前奏音楽
09：30～12：00 第三回本会議
13：00～14：30 会長エレクト主催リーダーシップ昼食会※
16：30～18：00 討論ワークショップ

６月22日（水）大会５日目
08：00～13：00 登録／券の販売／信任状の査証
09：00～18：00 友愛の家
09：00～09：30 前奏音楽
09：30～12：00 第四回本会議
未　 定　100周年記念本サイン会
12：00～14：00 将来／第２の百年を目指そう昼食会※
19：00～19：30 前奏音楽
19：30～21：30 閉会式

このプログラムは2004年８月現在のものです。
時間、場所など変更になる場合もあります。大会地にて登録バッジと共にお渡しす
る詳細プログラムが最終案内となります。

※印は大会登録料とは別に事前に有料のチケット購入が必要です。
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１．新潟県中越地震のお見舞いと奨学生安否情報の報告

10月23日発生した新潟県中越地震では、被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。当会では、被害が大きいと

見られる長岡市在住の米山奨学生８名に対し、Ｅメールなど可能な連絡手段を通じて安否の確認を取りました。食器の損害、アパ

ートにヒビが入るなどの被害はあったものの８名全員が無事であることが確認されました。奨学生の在籍する大学では、11月８日

より授業を再開しています。

５月にスタートしたカウンセラーメーリングリストにも、長岡東ＲＣの杉本俊夫カウンセラーから奨学生との連絡手段、異国の

地で災害に遭遇した心身への配慮など、さまざまな点について逐次情報が寄せられ、災害時の対応について、まさに生きた情報交

換がなされました。

２．寄付金速報～米山月間の成果は……

10月までの寄付金は、前年同期と比べ2.8％減、約１千５百万円の減少でした。普通寄付金が0.2％増、特別寄付金が5.0％減で

す。米山月間の成果がまだ表れていませんが、10月後半の米山関係者や奨学生の卓話により、これからご寄付いただくこともあり

ますので、今月に期待したいところです。引き続き米山功労者、地区大会記念寄付などの推進に向けて、ＰＲ活動などご協力賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

３．2005学年度米山奨学金の申込状況～全国から1,221名が応募

今年は指定校371キャンパスへの計1,379名の推薦依頼に対し、315キャンパス（84.9％）から計1,221名（88.5％）の応募があ

りました。推薦枠10名を受けたある大学では、日本語ができる学生がいないとの理由から実際の推薦者が１名のみとなった例もあ

り、地区が指定校・推薦枠を決定する前に、大学とより密なコンタクトを図ることが望まれます。

国籍別では、中国742名、韓国155名、台湾93名、マレーシア・バングラデシュ各30名など、40の国籍・地域から申し込みが

ありました。また、課程別にみると、修士課程の留学生が663名と過半数を占めており、博士課程は434名、学部課程は124名で

した。

来年１月中旬～２月上旬にかけて、地区選考委員会による書類選考・面接試験が実施され、３月末には新規採用者481名が決定

されます。

４．「留学交流」11 月号にロータリー米山奨学金の事例紹介が掲載

月刊「留学交流」11月号【独立行政法人日本学生支援機構編集・（株）ぎょうせい発行】の特集

『留学生の生活支援－奨学金の在り方』で、当会の宮崎事務局長による事例紹介「ロータリー米山奨学

金における今後の留学生支援の展開」が４ページにわたって掲載されました。同誌は、留学生の派遣・

受入や指導にあたる大学関係者・関連団体の多くが購読する専門誌です。詳しくは、こちらをご覧くだ

さい。

→ http://www.gyosei.co.jp/book/g_zassi/ryuugaku/ryuugaku.htm

（財）ロータリー米山記念奨学会 2004年11月12日発行
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５．今年の「米山月間」を振り返って

寄付金が低迷する中での月間でした。今年は、広報のターゲットを“まだ米山奨

学会へ寄付をしていない人”、“米山奨学金制度をよく知らない人”に絞って準備を

始めました。月間資料としてロータリアン全員に配布した小冊子「米山奨学事業豆

辞典」も、米山奨学金が全地区共同事業であること、その使命と期待する奨学生像、

そして寄付金はどのように使われているかなどを分かりやすく説明することを目的

に作成しました（１部あたりの製作費は12円）。

多くのクラブで、これを資料とし、奨学生をスピーカーとした卓話が進められま

した。手元に送られてくるアンケートの多くは、米山奨学事業の理解に役立ったと

好評でしたが、現行の制度、国籍の比率、支給額などに対して改善が必要であると

の意見もありました。これらの貴重な意見を2006年の制度改編に役立てたいと思います。“日本のロータリーの誇り”、“留学生は

未来からの大使”に恥じない奨学事業へと更なる努力を続ける所存です。

（常務理事・事務局長　宮崎幸雄）

６．2003年度個人平均寄付額上位クラブに聞きました

米山奨学会では、寄付増進の方策を探る一環として、９月から10月にかけて、昨年度の個人平均寄付額の上位クラブに対して、

電話による寄付状況の聞き取り調査を行いました。ご協力いただいたクラブの皆さまに感謝申し上げます。主だった取り組み、意

見をご紹介します。

●委員長の苦労を軽減するために、普通寄付金とは別に、会費に含めて年20,000円を納めてもらう方式にしている。

【2003年度個人平均寄付額全国第２位　Ｄ.2770吉川イブニングＲＣ】

●クラブの伝統として、毎年米山奨学会へ30,000円ずつ寄付をしている。寄付することが当たり前という感覚で、米山に対する意

識が高いのだと思う。 【全国第６位　Ｄ.2640岸和田東ＲＣ】

●世話クラブを引き受けることで、米山奨学生を身近に感じ、会員の方が気持ちよく寄付してくださるようだ。

【全国第7位D-2660 大阪イブニングＲＣ／全国第16位　Ｄ.2700久留米東ＲＣ】

●寄付袋を４種類（米山／財団／ニコニコBOX／インターアクト）設けて、例会の受付テーブルに置いている。各々の会員が寄付

したいときにその袋をもっていき、寄付金を入れたら記名して提出するシステムを取っている。寄付の強要はしないが、毎年米

山委員長が積極的に呼びかけている。 【全国第19位　Ｄ.2650京都桂川ＲＣ】

また、同時に行った地区米山奨学委員長（前年度寄付の伸びた地区から任意に抜粋）への聞き取り調査では、「寄付は強制する

ものではなく、会員の理解があって初めて寄付をいただくもの」との点で、皆さんの意見が一致していました。「米山奨学事業の

理念・意義を理解してもらうためには、米山奨学生との交流が一番」という考えも共通しており、奨学生を連れて卓話に回ったり、

多少遠方のクラブにも世話クラブをお願いしたりと、積極的に事業理解への取り組みをされた結果が、寄付につながっているよう

です。

（財)ロータリー米山記念奨学会編集担当：峯
みね

・野津
の づ

・大庭
お お ば

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc 会館ビル８階

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281

E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp

URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

ロータリー米山記念奨学会ホームページでは「ハイライトよ
ねやま」として最新ニュースをお伝えしています。月信等に
ご活用ください。ガバナー・理事・米山奨学委員長その他希
望者にはe-mail 等で配信しています。
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

例会で母国について発表する奨学生（第2760地区豊田中ＲＣ）
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深川ＲＣ 佐々木　実 会員 10月27日 （２）

札幌北ＲＣ 福田十太郎 会員 8 月４日 （５）

札幌北ＲＣ 樋口　正明 会員 9 月28日 （４）

札幌北ＲＣ 長太　義雄 会員 9 月28日

札幌北ＲＣ 竹原　　巌 会員 10月５日 （５）

札幌北ＲＣ 若狭　吉範 会員 10月26日 （２）

札幌西北ＲＣ 谷口　二郎 会員 10月29日 （24）

（メジャードナー）

札幌東ＲＣ 小田切房之 会員 ８月30日 （６）

札幌東ＲＣ 須田　幸男 会員 ９月28日 （２）

札幌東ＲＣ 高橋　　徹 会員 10月29日 （２）

札幌真駒内ＲＣ 堀田　隆史 会員 10月22日 （２）

札幌真駒内ＲＣ 神谷　英光 会員 10月22日 （９）

札幌南ＲＣ 橋本　耕二 会員 ９月15日 （２）

札幌南ＲＣ 金川　一男 会員 ９月15日 （３）

札幌南ＲＣ クリステンセン・トーキル 会員 ９月15日 （５）

札幌南ＲＣ 佐藤源五郎 会員 ９月15日

札幌南ＲＣ 武田利兵衛 会員 ９月15日 （３）

札幌南ＲＣ 富樫　英樹 会員 ９月15日 （４）

岩内ＲＣ 梅庭　昭寛 会員 10月27日

室蘭ＲＣ 佐藤　寿夫 会員 ８月31日 （２）

室蘭ＲＣ 菊入　　剛 会員 10月22日 （３）

室蘭ＲＣ 前田　迪夫 会員 10月22日 （２）

室蘭ＲＣ 進藤　勝哉 会員 10月５日

室蘭ＲＣ 田所　邦夫 会員 10月５日 （２）

函館五稜郭ＲＣ 川畑　武裕 会員 10月８日 （２）

函館東ＲＣ 五十嵐　稔 会員 ８月31日 （２）

函館北ＲＣ 今井　定一 会員 ９月14日 （３）

函館北ＲＣ 小笠原　孝 会員 ７月７日 （７）

苫小牧北ＲＣ 伊藤　長英 会員 ８月30日 （18）

（メジャードナー）

苫小牧北ＲＣ 石田　　貢 会員 10月４日 （２）

深川ＲＣ 10月27日

札幌モーニングＲＣ ７月21日・10月１日

札幌西北ＲＣ 10月１日

札幌東ＲＣ ９月28日

札幌幌南ＲＣ ９月28日

札幌真駒内ＲＣ 10月22日

室蘭ＲＣ 10月５日

函館東ＲＣ ８月31日

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます
米山功労者

米山功労クラブ

ロータリー米山記念奨学会への特別寄付金に対しては、税法上の優遇措置（寄付

金控除）が受けられます。

１年間（１月～12月）に１万円以上の特別寄付をされた方には、来年１月末ま

でに申告用領収書をクラブにお送りいたします。

来年の確定申告は、12月30日（木）までに入金されたご寄付が対象となります。

札幌北ＲＣ 片岡　是充 会員 ９月７日

札幌北ＲＣ 樋口　正明 会員 ９月７日

札幌北ＲＣ 相沢　芙束 会員 10月５日 （２）

札幌東ＲＣ 藤井　英勝 会員 10月22日 （２）

札幌南ＲＣ クリステンセン・トーキル 会員 10月22日

札幌南ＲＣ 中島　一郎 会員 10月22日

ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます
マルチプル･ポール･ハリス･フェロー

静内ＲＣ 農端　真史 会員 10月22日

札幌東ＲＣ 西村　孝治 会員 10月29日

砂川ＲＣ 神田　与吉 会員 10月29日

砂川ＲＣ 高橋　秀明 会員 10月29日

砂川ＲＣ 畠山　　豊 会員 10月29日

ポール･ハリス･フェロー
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ロータリー文庫

〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館7F

TEL（03）3433-6456 FAX（03）3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

このたびは昨年度の会計報告をさせて頂きます。今後ともロータリー文庫をご活用くださるようお願い致します。

ロータリー文庫
2003～2004年度会計報告

（貸借対照表）

資　産 負　債

現　　金 32,799 雇用保険料預り金 10,154

普通預金 2,676,458 社会保険料預り金 246,654

定期預金 10,000,000 負債合計 256,808

正　味　財　産

現金預金計 12,709,257 次期繰越剰余金 12,452,449

合　　計 12,709,257 合　　計 12,709,257

（収支計算書）

収　入 支　出

会 費 収 入 31,795,950 委 員 会 費 1,467,118

雑　収　入 517,569 業　務　費 4,485,470

賃貸管理費 9,191,880

人　件　費 16,913,155

予　備　費 552,100

当 期 合 計 32,313,519 当 期 合 計 32,609,723

前期繰越収支差額 12,748,653 当期収支差額 △　　　296,204

収 入 合 計 45,062,172 次期繰越収支差額 12,452,449

各クラブの家庭奉仕委員長若しくは、社会奉仕委員長さんには、半

期を終えて、家庭奉仕に関する事業を実施戴き有難うございます。

さて、当委員会は、三年前に当地区に新設され、現在の社会的ニー

ズの重要な柱として位置づけられてまいりました。

このプログラムは、家庭生活を見直すと共に家庭生活の重要性を認

識し、家庭生活における各人のあり方を問い直すという活動を各ロー

タリアンに求める処から始めるというものでした。

そこで年度の途中ではありますが、貴クラブにおいて、又貴クラブ

の各ロータリアンに於いて、家庭の問題についてこれまでにどの様に

取り組んでこられたかに付き、別紙のアンケート調査を実施すべく各

クラブに直接お送りいたしました。

年末の何かとご多用なところ恐縮ですが何卒ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

家庭奉仕委員会

委員長　和　田　壬　三（札幌幌南）

家庭奉仕に関するアンケート用紙

クラブ名　　　　　　　　　　　

１．当クラブにおいて実施した事業
（1）各ロータリアンが各自の家庭にどのような奉仕をされたか、模範
的実例の紹介

（2）各クラブとして実施した事業とその結果

２．当クラブ、あるいはロータリアンが今後実施を予定している事案、
計画

３．家庭奉仕に関する事業への取り組みについて、どのような点に困難
もしくは悩みを感じていますか？同時に将来に期待するものを挙げて
下さい。

４．当委員会では、下半期にかけて下記の講師を軸に講演会もしくは、
シンポジウムの開催を提唱していますが、貴クラブは、単独もしくは
他クラブと共同で実施する意思はございますか。

（ ）ある　　　（ ）ない

☆絵本・児童文学研究センター所長　工藤左千夫（小樽南ＲＣ会長）
「現在の児童の問題性と児童の発達段階に応じた絵本、教育の必要性」
☆元北星大学社会福祉学部教授、元家庭裁判所調査官　相場幸子
「児童を虐待する親のカウンセリングを通じてみる現在の親子関係」
☆池上学園理事長　池上恒介（札幌モーニングＲＣ会長）
「不登校児の教育を通じて知る家庭教育のあり方へ」
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話は2000～01年のＧＳＥ派遣のときまでさかのぼ

る。2510地区からの派遣先は5050地区（アメリカの

ワシントン州とカナダのブリティッシュコロンビア州

にまたがる地区）であった。４人の団員は偶然女性ば

かりの活発なチームであった。そのうちのひとり河田

珠美は余市郡仁木町にある知的障害者のための施設

「銀山学園」で利用者の世話をして働いている。チー

ムリーダーの星野恭亮（札幌東ＲＣ）は研修中、河田

が“欧米先進国では障害を持つ人とそうではない人が

日常生活でよく交わる機会をたくさんもって共生して

いるのに対して日本では障害者は隔離されたような状

態で生活をしている。障害を持つ人も社会のいろいろ

な場面に参加しながら普通に生活することを望んでい

るのですよ。”と語っていたのを印象深く覚えていた。

札幌東ＲＣには16年前、会員婦人によるコーラスグ

ループ「イーストハーモニー」が誕生した。誕生のき

っかけはホームステイで預かっている留学生がホーム

シックにかかっているときに元気づけてあげようとの

思いであった。約30名の婦人とほぼ同数のＲＣ会員た

ちが毎月２回の練習を重ねて年末家族会や各種行事で

歌の成果を披露していたが、誰からともなく「銀山学

園」訪問の話が持ち上がった。皆、大賛成であった。

もちろん河田珠美も喜んだ。以来今年で3回目の訪問

となった。今年は9月23日の秋分の日に行った。抜け

るような秋晴れのもとで札幌からバスを走らせた。

まずイーストハーモニーが「里の秋」、「野菊」、「村

祭り」などを演奏した後、利用者と一緒に7曲ほど合

奏して楽しんだ。ＲＣ会員の中には若いころハーモニ

カを吹いていたものが多くコーラスの合間にハーモニ

カの演奏でも交流した。今年度札幌東ＲＣではこの訪

問を社会奉仕委員会の事業と位置づけて支援してくれ

た。また2510地区も「銀山学園」への楽器寄贈の補

助も行ってくれた。

訪問を終えた後、余市のぶどう園でぶどう狩りとジ

ンギスカンに舌鼓を打った。会員同士の親睦になった

ことは言うまでもない。

星　野　恭　亮（札幌東）

イーストハーモニー全員による合唱

ハーモニカ同好会「イーストエコー」による演奏

銀山学園の前で

ぶどう狩りでにっこり

利用者の人たち
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先の新潟県中越地震被災者の皆様に心よりお見舞い

申し上げます。

第11グループは函館市内３、江差町、松前町、上磯

町各１の計６クラブです。

江差ＲＣは北前船交易により開けた地域であり、創

立42年を経て地域にしっかりとその存在を誇示して地

域と連帯感を高めながら奉仕活動を展開しておりま

す。８月に挙行される姥神神社大例祭は圧巻ですので

一度は見ていただきたいと思います。

函館北ＲＣは昨年創立40周年を終え今年度新たな奉

仕活動への挑戦として地域発展委員会を新設、ＲＣと

地域との更なる奉仕活動を模索しております。又、ク

ラブ会員で結成しております、ハワイアンバンドによ

る老人ホーム慰問等長期に渡って独自性を打ち出しな

がら奉仕活動を展開しております。地区大会において

図書館整備事業の支援に対しガバナー特別表彰を受け

ました。

函館五稜郭ＲＣは今年度創立35周年を迎えるクラブ

であります。会長さんの活動方針を会員各自が理解し、

目的に向かって真撃に取り組んでおり、函館野外劇、

五稜郭祭りへの参加、青少年の育成、国際社会への対

応、職業奉仕への取り組みと四大奉仕に積極的に活動

をしております。地区大会において函館野外劇への積

極的取り組みがガバナー特別賞を受けました。

松前ＲＣは少人数の会員で構成されておりますが、

36年間を地域との連帯感を持って奉仕活動に従事して

おります。先人からの遺産であり町のシンボルでもあ

ります「八重桜の里」を次世代に引き継ぐ為積極的に

活動しております。桜の季節の松前は最高です。

上磯ＲＣは創立８年目のクラブであります。会員数

も29名の人数です。今年度クラブー丸となって青少年

交換、ＧＳＥへの取り組みを展開し10月に無事ＧＳＥ

事業を終えました。10，11グループ会員の皆様の暖

かい友情に心より感謝を申し上げる次第です。

函館東ＲＣは2007年創立50周年を迎える歴史と伝

統のあるクラブです。ロータリーの心を忘れないように

目的に向かわなければなりません。今年度は10，11グル

ープ初の女性会長であり、新会員７名が入会しました。

又地区大会において家庭で眠っているピアノを贈る事

業の取り組みに対しガバナー特別表彰を受けました。

以上11グループ６クラブを簡単に紹介させていただ

きました。

率先垂範の意気で更なる活動をしていきますので宜

しくお願いします。

こ ん に ち は ！

第 11 グ ル ー プ で す
第11グループ　ガバナー補佐　吉　川　達　也

（函 館 東）
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掲 示 板

①クラブの出席報告は、毎月の最終例会から15日以内にお願い致します。(FAXもしくはE-mail)
②変更等のご報告について
新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場合、
所定の手続きによりご報告下さい。
新しく会員が入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日をお知らせ下さい。また会員にご不幸があった場
合には、氏名、年齢、ロータリー歴、写真を同封の上、至急ご報告願います。
③クラブの移動例会等は地区内他クラブに周知して頂くため、変更日の50日前までにご連絡下さい。
④各月ごとのクラブ会報を当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。
⑤ガバナー月信へ原稿をお寄せ下さい。特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、400字前後に写真１
～２枚をご同封願えればと考えています。原稿締切り日は毎月10日を予定しています。

◆ロータリー・レートについて
12月のロータリー・レートは104円に変更になります

ので、ご注意ください。

◆例会の変更について
●岩見沢ＲＣ
12月３日(金) 「2500回例会記念懇親会｣

18:00～　於：ホテル　サンプラザ
12月17日(金)→12月18日(土)「家族忘年例会」

18:00～　於：ホテル　サンプラザ　
12月31日(金) 休会＊

●赤平ＲＣ
12月７日(火) ゲスト卓話　12:30～

滝川公共職業安定所 所長森沢 護様
12月14日(火) 年次総会

12:30～　於：炉辺（八千代寿司）
12月21日(火) 夜間例会・家族忘年会

18:30～　於：八千代寿司
12月28日(火) 休会

●当別ＲＣ
12月14日(火) 「年忘れ家族例会」

18:00～　於：田西会館
12月28日(火) 休会

●江別ＲＣ
12月16日(木) 家族例会

18:30～　　江別市民会館　小ホール
12月23日(木) 法定休日の為休会
12月30日(木) 休会＊

平成17年
１月６日(木) 休会＊

●江別西ＲＣ
12月21日(火) 「夜間クリスマス例会」

18:00～　於：市民会館小ホール
12月28日(火) 休会
平成17年
１月４日(火) 休会

●苫小牧北ＲＣ
12月21日(火) 「30年出席率100％鈴木　隆会員祝う会」

18:00～
於：グランドホテルニュー王子

12月28日(火) 夜間例会→昼例会　12:30～
於：グランドホテルニュー王子

●室蘭東ＲＣ
12月22日(水) 「家族同伴夜間例会　忘年会」

18:30～　　於：蓬　殿
12月29日(水) 休会

●栗沢ＲＣ
12月29日(水) 休会
平成17年
１月５日(水) 休会
１月12日(水) 新年会　18:00～　於：京寿し

●苫小牧ＲＣ
12月31日(金) 休会＊

注）＊定款第5条第1節に基づく休会

◆ガバナー事務所からのお知らせ
平成17年１月から事務局員が熊谷久美子に交替致しま

す。また勤務時間は、平日9:00～17:00となりますので、
宜しくお願い致します。

◆ガバナー事務所の年末年始の業務について
12月29日（水）～平成17年１月５日（水）の間、お休みと

させていただきます。
平成17年１月６日（木）より通常業務となります。
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クラブ数 72クラブ

期首会員数 3,136人

当月末会員数（女性） 3,188（96）人

増加会員数 52人

当月平均出席率 83.86％

グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
例
会
数

会　員　数

04.7.1 04.10.30 増減 内女性

グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
例
会
数

会　員　数

04.7.1 04.10.30 増減 内女性

深 川

羽 幌

妹 背 牛

小 平

留 萌

赤 平

芦 別

砂 川

滝 川

美 唄

江 別

江 別 西

岩 見 沢

岩 見 沢 東

栗 沢

栗 山

当 別

札 幌

札幌あけぼの

札幌はなます

札 幌 北

札幌モーニング

札 幌 西

札 幌 西 北

札 幌 手 稲

札 幌 東

札 幌 清 田

札 幌 幌 南

札幌真駒内

札 幌 南

札幌大通公園

札幌セントラル

新 札 幌

岩 内

倶 知 安

小 樽

小 樽 南

小 樽 銭 函

蘭 越

余 市

1

2

3

4

5

6

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

千 歳

千歳セントラル

恵 庭

北 広 島

長 沼

由 仁

え り も

三 石

様 似

静 内

浦 河

伊 達

室 蘭

室 蘭 東

室 蘭 北

登 別

洞 爺 湖

函 館

函 館 亀 田

森

七 飯

長 万 部

江 差

函館五稜郭

函 館 東

函 館 北

上 磯

松 前

白 老

苫 小 牧

苫 小 牧 東

苫 小 牧 北

7

8

9

10

12

11

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

合　　　計

3 40 42 2 1 89.74

4 47 47 0 1 84.78

4 10 10 0 0 87.50

5 14 14 0 0 72.86

4 59 59 0 0 93.00

170 172 2 2 85.58

3 34 33 －1 2 77.45

4 54 54 0 0 85.93

4 54 54 0 0 93.75

4 109 111 2 2 73.50

251 252 1 4 82.66

4 42 41 －1 0 84.45

4 43 42 －1 1 90.15

3 37 36 －1 3 87.96

4 94 97 3 0 91.54

4 37 39 2 3 75.80

4 26 26 0 1 94.03

4 29 30 1 2 93.65

4 38 39 1 1 83.34

346 350 4 11 87.62

4 123 130 7 0 97.99

5 16 17 1 1 100.00

4 24 24 0 4 78.26

3 49 49 0 5 94.44

4 54 57 3 0 68.52

4 69 71 2 3 91.66

4 48 50 2 2 93.22

4 39 42 3 1 100.00

422 440 18 16 90.51

4 125 128 3 0 98.95

4 26 27 1 5 100.00

5 69 73 4 0 99.71

4 44 44 0 2 94.95

3 91 94 3 0 96.20

3 19 19 0 4 70.17

4 19 20 1 8 82.00

4 36 35 －1 2 91.67

429 440 11 21 91.71

4 33 33 0 0 80.56

4 54 54 0 3 73.00

4 74 76 2 0 88.93

4 86 84 －2 0 82.69

4 23 25 2 2 88.00

4 14 14 0 0 64.20

4 43 43 0 4 92.95

327 329 2 9 81.48

4 65 67 2 2 83.60

4 30 30 0 0 82.48

4 51 51 0 0 75.50

3 19 19 0 2 90.74

3 18 18 0 3 85.20

4 15 15 0 0 70.00

198 200 2 7 81.25

4 24 23 －1 0 85.50

2 17 17 0 1 82.30

3 19 19 0 2 67.46

4 67 69 2 0 75.37

4 40 40 0 1 79.38

167 168 1 4 78.00

4 56 59 3 0 76.20

4 51 53 2 0 92.31

3 43 43 0 0 96.60

4 37 37 0 2 100.00

4 39 40 1 2 85.00

5 10 10 0 0 100.00

236 242 6 4 91.69

4 101 100 －1 0 86.42

3 42 43 1 1 82.17

4 43 42 －1 0 76.00

4 24 24 0 0 80.20

3 13 13 0 0 66.63

223 222 －1 1 78.28

5 16 15 －1 0 83.50

5 68 65 －3 0 89.88

4 50 59 9 7 80.25

4 37 38 1 0 81.25

4 29 29 0 3 64.80

4 9 8 －1 1 62.50

209 214 5 11 77.03

4 29 28 －1 1 72.00

5 56 59 3 0 81.78

4 32 32 0 3 83.59

4 41 40 －1 2 84.87

158 159 1 6 80.56

3,136 3,188 52 96 83.86

10月会員増減数・出席率報告
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新入会員のご紹介

武田　伸也

千歳セントラルＲＣ

11月２日入会

山口　宏道　会員（岩見沢東ＲＣ）
2004年10月28日ご逝去（享年64歳）

【ロータリー歴】
1983年６月入会（チャーターメンバー）
1986～87年度　第４代幹事
1990～91年度　第８代会長
1995～96年度　第３分区代理
2004～05年度　会計

会報、職業分類、ロータリー情報、ロータリー財団、
会員増強、職業奉仕各委員会委員長を務められました。

ポール・ハリス・フェロー

訃　報

慎んでお悔やみ申し上げますとともに、

心からご冥福をお祈りいたします。

松本　佳巳　会員（深川ＲＣ）
2004年11月５日ご逝去（享年46歳）

【ロータリー歴】
2000年７月入会
2001～02年度　国際奉仕委員長
2002～03年度　クラブ会報委員長
2003～04年度　副幹事
2004～05年度　幹事

山藤　邦雄　会員（札幌ＲＣ）
2004年10月27日ご逝去（享年74歳）

【ロータリー歴】
1965年3月30日入会
1972～73年度　幹事
1974～75年度　社会奉仕委員長
1979～80年度　職業奉仕委員長
2004～05年度　会計

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
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12 月
家族月間

1 月
ロータリー理解推進月間/追悼記念週間(1/27を含む1週間)

地区カレンダー12月・１月

1 （水） 地区ロータリーの友委員会（18:00，札幌） 1 （土）

2 （木） 2 （日）

3 （金） 3 （月）

4 （土） 4 （火）

5 （日） 第2回全国青少年交換委員長会議（東京） 5 （水）

6 （月） 6 （木）

7 （火） 7 （金）

8 （水） 8 （土）

9 （木） 9 （日）

10（金） 10（月） 成人の日

11（土） 青少年交換受入学生送別会&Ｄ2740受入学生交流会（15:00，札幌） 11（火）

12（日） 12（水）

13（月） 13（木）

14（火） 14（金）

15（水） 15（土）

16（木） 16（日）

17（金） 17（月）

18（土） GSEチームメンバー選考試験･選考委員会（13:30，ロイトン札幌） 18（火）

19（日） 19（水）

20（月） 20（木）

21（火） 21（金）

22（水） 22（土） 札幌幌南RC創立40周年記念式典（17:00～,サッポロルネッサンスホテル）

23（木） 天皇誕生日 23（日） 第２回 ガバナー補佐会議（11:00～,ホテルサンルート室蘭）

24（金） 24（月）

25（土） 25（火）

26（日） 26（水）

27（月） 27（木）

28（火） 28（金）

29（水） 29（土）

30（木） 30（日）

31（金） 31（月）




